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S0-2/S2は、銀河系中心の巨大ブラックホール (SMBH)候補である SgrA*を、約 16年の周期で周回する。こ
の星は 2018年に SMBHに最接近するため、SMBHの重力による相対論効果の検出が期待されていた。そこで
我々は 2014年から、S0-2/S2の視線速度モニター観測を開始した。Subaru/IRCSと AO188/Laser guide star
systemを用いた近赤外線高分散分光観測により、S0-2/S2の視線速度の高精度測定が可能であることを確認して
きた (Nishiyama et al. 2018, PASJ, 70, 74)。
本講演では、私たちが行った 2018年視線速度モニターの観測状況と解析の現状を報告する。2018年には、す

ばる望遠鏡の Intensive programに採択され、高い頻度の視線速度モニター観測を予定していた。悪天候や地震、
装置の不調などによりデータの数と質は期待を大きく下回ったが、視線速度の最大時や最小時、そして SMBH最
近点付近のデータを取得することができた。これらの結果は Keck/Gemini望遠鏡の観測結果とよく一致するも
のの、VLTを用いた観測結果 (Gravity Collaboration, 2018, A&A, 615, L15)とは系統的にずれていることがわ
かった。すばる望遠鏡の最新の解析結果とともに、他のグループとの collaborationの状況、将来展望についてお
話しする。


